
松
戸
市

が
製
作
し
た

ビ
デ
オ
「

命
を
守

る
Ｉ

家
庭
救

急
員
1
0万

都
市
を
め
ざ
し
て

」
が

、
３

月
２
日

総
午
後
０

時
1
5分

・
８

日
出

午
前
1
1時
1
5分

か
ら
各
十
五
分
間

、
千
葉
テ
レ

ビ
で
放
映
さ
れ
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い

。

車

瓱
病
院
救
急
部
長

渋
谷
正
徳
医
師

救急車が到着する前に適

切な処置をしていれば、命

が助かったという患者さん

は少なくありません。米国

での救急患者の生存率は、

日本とは比較にならないほ

ど高い率を占めています。

それは、学校を含め市民の

救急教育が非常によく普及

しているからです。

人口 と世 帯1 月1日現在

人口　461,148 人 ［+ 120］‘

男　234,156 人 ［゛105 ］
［

にljl
女　226,992 人 ［＋　15］　 前

世帯　173,690 世帯 持　87 ］　
昆

主 な 内 容　0

市県 民税の申告は

2/17 ～3/17 の問に　　　 ②

健康で毎日を過ごすために

あなたができることは?　 ④ ⑤

情幸llチャンネル　　　　　 ⑥ ⑦

相談あんない ほか　　　　 ⑧

救
急
救
命
士

斎
藤
真
司
さ
ん

傷病者の救命には、｢早い

通報耳 早い応急手当て｣｢早

い救命処置｣ の 三つが 原則

です。そのためには市民と

枇急隊、そして病院との連

携が必要です。通報と救急

車が来るまでの応急手当て

は市民の皆さんが、その後

は私たちにお任せください。

家
庭
救
急
員

太
田
る
み
子
さ
ん

障害者のボランティア活

動をしていることや、自分

の子どもが救急車のお世話

になったことなどから、応

急手当ての必要性を実感し、

講習を受けました。今度は

上級に 挑戦しようと思って

います。いざというときで

も、慌てずに手当てしであ

げられると思います。

※
町
会
や
自
治
会
な
ど
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
で
も
人
数

等
に
関
係
な
く
、
申
し
込
み
が
あ
れ
ば
随
時
実
施
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
講
習
終
了
者
に
は
「
普
通
救
命
講
習
修
了
証
」
を
交

付
し
、
家
庭
救
急
員
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
す
。

※
上
級
救
命
講
習
会
で
は
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
ま
で
を

救
命
す
る
応
急
手
当
て
を
学
び
ま
す
。

※
事
業
所
を
対
象
と
し
た
講
習
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

圉
直
接
、
各
消
防
署
へ

救急車到着まで5分12秒
(平成8年平均)

ドリンカー曲線とは、アメリカのドリンカー博士

が、呼吸停止後の時間の経過と、人工呼吸によるぞ

生率を上図のように示したものです。

・
口

腔
（
く

う
）
内

の

調
べ

方

・
気

道
確

保

・
異

物
の

除
去

○

呼
気

吹
込

人
工

呼

吸
法

○
心

臓

マ
ッ

サ

ー
ジ

法

○

止
血

法

・
直

接
圧

迫
止

血

法

・
間

接
圧

迫
止

血

法

・
止

血
帯

法

講
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
三
時
間
）

○
気
道
確
保
要
領

こ
の
講
習
で
は
、
大
人
を
救
命
す
る
応
急
手
当
て
や
心

肺
そ
生
法
・
止
血
法
を
学
び
ま
す
。

普

通
救

命

講

習

会
（
家
庭
救
急
員
）

突
然
の
け
が
や
病
気
で
呼
吸
が
止
ま
っ
て
か
ら
、
早
い
時
期
に
適
切
な
手
当
て
が
で
き

る
か
ど
う
か
で
、
救
命
率
に
大
き
な
差
が
出
て
き
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
、
尊
い
命
を
救

う
た
め
応
急
手
当

て
や
心
肺
そ
生
法
な
ど
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

市
内
で
年
間
一
万
件
以
上
に
の
ぼ
る

救
急
出
動
の
中
で
、
呼
吸
や
心
臓
が
止

ま
り
、
救
急
隊
に
よ
る
救
命
処
置
が
必

要
と
な
る
傷
病
者
は
、
百
五
十
人
以
上

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
家
族
や
近
く

に
い
た
人
が
救
急
車
到
着
ま
で
の
間
、

人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行

っ

て
い
た
例
は
残
念
な
が
ら
数
件
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。
呼
吸
が
止
ま
っ
て
か

ら
、
二
分
以
内
に
マ
ウ
ス
ツ
ウ
マ
ウ
ス

の
人
工
呼
吸
を
行
え

ば
、
九
〇
％
近
く

の
人
を
救
命
で
き
ま
す
が
、
三
分
後
で

は
七
五
％
、
四
分
後
で
は
五
〇
％
、
五

分
後
で
は
二
五
％
と
、
時
間
が
た
つ
に

従
っ
て
救
命
率
が
減
少
し
て
い
き
ま
す

（
右
下

ド
リ
ン
カ
ー
曲
線
を
参
照
）
。

市
消
防
局
で
は
、
一
人
で
も
多
く
の

人

の
命
を
救
う

た
め
、
心
肺
そ
生
法

（
人
工
呼
吸

・
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
）

や

止
血
法
等
を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
知

っ
て
い
た
だ
く
、
救
命
講
習
会
（
普
通

救
命
講
習
・
上
級
救
命
講
習
）
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

固

消
防
局
救
急
防
災
課

容
3
6
3
・
1
1
1

1
内
線
2
1
6
番

命を救えるのはあなたの手
家庭救急員10万都市をめざし

て



市
・
県
民
税
の
申
告
は

記
／
1
7～
３
／
匸
の
間
に

受
付

日

時
・：
２
月
1
7
日

丱
～
３
月

1
7日

丱
、
午
前

８
時
3
0
分

～
午

後
５

時

子

・
日

曜
日

を
除

ぐ
）

受
付

会
場
・：
市

役
所

本
館
二

階
大

会

議

室
・
各

支
所
（
た

だ
し
３
月

３
日

か
ら

、
常

盤
平

・
新
松
戸

支
所

は
市

民
セ

ン

タ
ー
に
、

東
部
支

所

は
東
部

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー
会
議

室

に
変

わ

り
ま

す
）

申
告

を
す

る
人
Ｅ

平

成
９
年

１
月

１
日

現
在

、
市
内

に
住

ん
で

い
て
、

平

成
８

年
中

に
所

得

が
あ

っ
た
人

や

退
職

し

た
人

な
ど

※
所

得

が
な
く

、
ど

な
た

の
扶

養
に

も
な

っ
て

い
な

い
人
も

申
告

が
必

要

で
す

。
申

告
を

し

な

い
と

、
各

種

手

続
き

に
必
要

な
証
明

書

等

の

交

付

が
受

け
ら

れ
ま
せ

ん

。

申

告
を

し
な

く
て

も
よ
い

人

…
給

与
所

得

の
み

で
、
勤

務
先

か
ら

給
与

支
払
報

告
書

が
市
役
所

に
提
出

さ
れ
、

住
民

税

が
天
引

き

さ
れ

る
人
（

勤
務

先

で
確
認

し

て
く
だ

さ

い
）・
所
得

税

の
確

定
申

告
書

を
提

出
す

る
人

※
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
二
十
万

円
以
下
の
人
は
、
確
定
申
告
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
・
県
民

税
の
申
告
は
必
要
で
す
。

淮
備
す
る
も
の
：
个

収
支
の
分
か

る
帳
簿
な
ど
②

源
泉
徴
収
票
・
給
与

明
細
書
・
支
払
調
書
な
ど
③
８
年
中

に
支
払
っ
た
健
康
保
険
料
・
国
民
年

金
保
険
料
・
生
命
保
険
料
・
損
害
保

険
料
・
医
療
費
な
ど
の
領
収
書
ま
た

は
証
明
書

①
印
鑑
⑤
配
偶
者
の
収
入

が
分
か
る
も
の

※
郵
送
に
よ
る
申
告
も
受
け
付
け
ま

す
。

※
期
間
中
は
駐
車
場
が
大
変
混
雑
し

ま
す
。
車
で
の
来
庁
は
ご
遠
慮
ぐ

だ
さ
い
。

夏
市
民
税
課

償
却
資
産
の
申
告
は

お
済
み
で
す
か

償
却
資

産

の
法

定
申

告
期

限

〒

月
3
1
日
）

が
過

ぎ
ま
し

た

。
ま

だ
申

告
し

て

い
な

い
人
（
個

人

・
法

人
）
は

至

急
、
由
に告
し

て
く

だ
さ

い
。

な
お
、
正

当

な
事

由

が
な
く
4
1
告

し

な
か

っ
た
り

、
虚
偽

の
申

告
を

し

た
場

合

は
、
過
料

等
を
科

さ

れ
た
り

、

不
利

益

な
扱

い
を
受

け
る
こ

と

が
あ

り
ま

す

の
で

ご
注
意
ぐ

だ

さ

い
。

夏

資

産
税
課

税
課

償
却

資
産
係

訂

正

し

ま

す

広

報

ま
つ

ど
１

月
2
5
日
号

に

掲
載

さ

れ
た

「
市

・
県

民

税
の

申

告

」
の

記

事

申

、
「
申

告

を

す

る
人
　

平

成
８

年
１

月
１

日

現
在

、
市

内

に
住

ん
で

い
て

…

」

は
「

申
告

を

す

る
人
　

平

成
９

年
１

月
１

日
現

在

、
市

内

に
住

ん
で

い
て

…

」
の

誤

り
で
し

た

の
で

訂
正

い
た
し

ま
す

。

確定申告はお早めに

税務署で所得税の還付申告を

受け付け中

対

象
：

①

サ
ラ
リ

ー

マ
ン
で
医
療

費
控
除

や
住

宅
取

得
等

特
別
控

除
を

受

け

る
人
客

年
の
途
中

で
退
職
し

た

人
（
そ

の
後
再

就
職
し

た
人

を
除
ぐ

）

※
４
月

下
旬

ま
で

、
申

告
相
談

用

プ

レ
（

ブ
建

物
を

設
置

す
る
た

め
、

税

務
署

の
駐
車

場
は

使
用

で
き
ま

せ

ん
。

再生自転車を即売

税務署の出張相談・税理士会の無料相談

期日 時間

会　　場

税理士会

松戸支部

常盤平市民

センター

小金原市民

センター

新松戸市民

センター

六実市民

センター

2/18W

午
前９

時

30
正 分

午　
Ｓ
Ｓ　午

午 後
後
４
１　時

時
を
除

く
Ｗ

○ ○

19困 ○ ○

1　20㈲ ○ ○ ●

21 銜 ○ ● ● ○

24(月) ○ ○ ●

－ 一一 一一

25 ㈲ ○ ○

26 ㈲ 叫 ● ○

27 ㈲ Ｏ ● ○

28 銜 ○ ○ ○ ●

3/ 3(月) ○ ｜

｜
4(火) ○ ○

東

京

駅

の

広

域

還

付

申

告

セ

ン

タ

ー

で

も

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

の

還

付

申

告

を

受

け

付

け

中

期

間

…

２

月
1
4
日

金
（
土
・
日

曜
、

祝
日

を
除

く

）
ま

で

の
午

前
９

時

～

午
後
５

時

（
正

午

～
午

後
１

時
を

除

く
）会
璢

…
Ｉ
Ｒ

巫

只
駅
日

本
橋
口

広

域
還
付

申

告
セ

ン
タ

ー

※
個
別

相
談
（
代
書

）は
扱

い
ま
せ

ん

。

※
平
成

８
年

分

の
所
得
税

申

告
書

は

２
月
1
6
囗

㈲
～
1
8
日
天

、
午

前

８

時
3
0分

～
午

後
３

時

令
場

生

き

が

い
福
祉

セ

ン
タ

ー

璽

公
［
薮

五
十

台
（
売
り
切

れ
次

第
終

了
）
　
価
一
格
五

千

円
～

一
万

一
千
円
　

交

通
五
香

駅
あなたが欲しいと思っていた自転車が見つかるかも

※○印は税理士会の無料相談、●印は税務署の出張相談

※税理士会では、小規模事業者や簡易な計算で済む人(贈与税｡

譲渡所得･消費税を除＜)の無料相談を行います。

※贈与税･譲渡所得･消費税の申告相談は税務署へ

※各会場とも車での来場はご遠慮＜ださい。

児

童

手

当

２

月

期

分

を

支

給

児
童

手
当
２

月
期

分

（
1
0～
１

月

分

）

を
指

定
預

金
口

座
に

振
り
込

み

ま
す

。
２
月
1
0
日
丱
以

降
に
受

け
取

っ
て
く

だ

さ

い
。

対

象
①

現
況
届

を
期
間

内
に

提
出

し

、
引

き
続

き
受
給

資
格

が
あ

る
と

認
め
ら

れ
た

人
②
平

成
８
年

６
月

以

降
、
新

規
に

認
定

さ
れ
た

人

※
現
況

届
未

提
出

の
人

は
、
至

急
援

護
課

へ
提

出
し

て
く
だ

さ

い
。

児

童

手

当

の

要

件

に

該

当

の

人

は

申

請

を

要

件

①
三
歳
未

満

の
児
童

を
養

育

し
て

い
る
こ

と
②
保

護
者

の
平

成
７

年
分

の
所
得

が
制
限

額
未

満
で

あ

る

こ
と
　

支
給

額
月
額
第

一
子

・
第
二

子

＝
五

千
円

、
第
三

子
以

降

＝
一
万

円
（
申
請

の
翌
月

分

か
ら
支
給

）
　
受

付
窓
口
援

護
課

・
市
民

課

・
各
支
所

斑

咬
溲
屎

暖
溲

系

「
特

別
減

税
額
」
の
計
算

を
行

っ
て

く

だ

さ

い
。

※
平

成
８

年
分

の
消

費
税

（
個
人

事

業

者
）

の

確
定
4
1
告

は
、
３
月
3
1

日

丱
ま
で

で
す

。

※
申

告
書

の
提
出

は
郵

送

で
も
受

け

付

け

て

い
ま

す

が
、
控
え

が
必
要

な
人

は
切
手

と
返

信
用
封

筒

を
同

封

し

て
く

だ
さ

い
。

懿

松

戸

税

務

署

容
3
6
3・
1
1
7
1

誉東
口

か
ら

新
京

成

バ
ス
「
小

新
山
」
行

き
ま

た

は
「
柏
陵

高
校
」
行
き

で
、

新

栄
町

入
口
下

車

黷

他
松

戸
市

シ

ル

バ
ー
人
材

セ

ン

タ

１

昔
3
8
4
・
３
１
（
りり１
番

農

耕

地

に
犬

・
猫

な

ど

を

入

れ

な

い
で

Ｉ
。

農
耕
地
に
犬

・
猫
な
ど
が
入
り
、

農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与
え
て
い

ま
す
。
犬
・
猫
な
ど
が
農
耕
地
に
入
ら
な

い
よ
う
、
飼

い
主
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

頸
農
政
課
指

導
係
登
3
6
6
・
7
3
2
8

番２

月

は

特

殊

建

築

物

の

定

期

検

査

の

報

告

月

で

す

不

特

定
多

数

の
人

が
利

用
す

る
特

殊
建

築
物

に
つ

い
て
は
、

建
物

や
設

備

が
適
切

に
維
持

・
保
全

さ

れ
て

い

る
か

な
ど

、
専
門

家
に
定

期
的

な
点

検
を

依
頼
し

て
、
市

長
に

結
果

を
報

告
す

る
よ
う

建
築

基
準
法

で
定

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

報

告
期

限
２
月
2
8
囗
窗

対
象

争

務
所

、
事

務
所
部

分
を
有

す

る
建
築

物
で

、
階

数
が
五
以

上

で
、

か
つ
地

階
ま

た
は
三

階
以

上

の
階

で
当

該
用

途
に

供
す

る
部
分

（
機

械
設
備

の
設

置

さ
れ
る
部
分

を
除
ぐ

）の
床
面

積

の

合
計

が
千
平

方
口

を
超
え

る
も

の

鵞
建

築
指

導
課
建

築
指
導

係

東

京

都

消

費

生

活

モ

ニ

タ

ー

を

募

集資

格
４
月

１
日

現
在

、
二

十
歳
以

上
で

都
外

に
居
住

し
、

都
内

に
通
勤

・
通

学
し

て

い
る
人

（
公

務

員
を

除

く

）
　
内

容

ア
ン

ケ
ー
ト

の
回

答
（
八

回
程
度

）
・
会

合

へ
の
出
席
（
二
回
程

度
）
な
ど

任
期
４

月
１
日

～
1
0
年
３

月
3
1
日
　

定
員
百

五
十

人
　

謝
礼

ア

ン

ケ
ー
ト

回
答

一
回
ま

た
は
会

合
出

席

一
回
に

つ
き
千

七
百
円

程
度

惠
２
月
2
8
日

窗〔
消

印
有
効

〕ま
で

に
、

（

ガ
キ
に

（
毎
日

の
く

ら
し

の
中
で

思
う
こ

と
サ

住

所

・
氏

名

ヱ

り

が

な
）
・
年
齢

・
性
別

・
電
話

番
号

・
職

業

（
勤

務
先

ま

た
は
学

校
名

の
住
所

と
電

話
番
号

）
を

記
入

し
て

、
干
1
6
2

巫

只
都
新

宿
区
神

楽
河

岸

一
の

Ｉ
セ

ン
ト

ラ
ル

プ
ラ

ザ
1
6
F
車

只
都
消
費

者
セ

ン

タ
ー
調
整

課
調
査

係
（
登
0
3・

３
２

３
５

・
4
1
5
5

番

）
へ

昼

間

都

民

モ

ニ

タ

ー

を

募

集

資

格
４
月

１
日
現

在
、

二
十
歳

以

上
で

都

外
に
居
住

し
、

都
内

に
通
勤

・
通

学
し

て

い
る
人

（
都
と
区

市
町

村

の
職
員

を
除

き
、
日

本
語

の
読
み

書
き

が
で

き

る
外

国
人

を
含

む
）

内

容
モ

ニ

タ
ー
ア

ン
ケ

ー
ト

の
回
答

（
四

回
程

度

ご

モ

ニ
タ

ー
会

議
等

へ

の
出
席

な

ど
　

任

期
４
月

１
日
～
1
0

年

３
月
3
1
日
　

定

員
百
人

謝

礼
ア

ン

ケ
ー
ト

回
答

一
回

に
つ
き
千

七
百

円
程

度

惠
２
月
2
1
囗
窗〔
消

印
右
効

〕ま

で
に
、

（

ガ
キ
に
「
都
政

に
望
む

こ
と
」（

簡

潔
に

）・
住

所
・
氏

名
（
ふ
り

が
な

ご

年

齢

・
性
別

・
職

業

・
電
話
番

号

・

外
国

人
は

そ
の
旨

を
記
入

し

て
、

〒

1
6
3
－
0
1
束

只
都
新

宿
区

西
新

宿
二

の

八

の
一
束

皐
都
政

策
報

道
室
調

査
広

聴
課

都
政

モ

ニ
タ
ー
係

（
昔
0
3
・
５

３
８

８

・
2
2
4
4

番

）
へ

市

三

回

……

…
…
ノ

…
…
…に

丶―
　
　
♂１

２

月

・
３

月

は

、

駐

車

場

が

特

に

混

雑

し

ま

す

の

で

、

ご

来

庁

の

際

に

は

、

電

車

・

バ

ス

等

の

ご

利

用

を

お

願

い

し

ま

す

。

夏

管

財

課

庁

舎

管

理

係



消費生活出張セミナー

4月1日
電話受付分から

参加者募集
あ
な
た
の
家
の
近
く
の
市
民
セ
ン

タ
ー
で
「
衣
・
食
・
住
」
に
関
す
る

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
一
つ
で
も
、

二
つ
で
も
、
全
部
で
も
、
希
望
の
講

座
に
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

窖

貝
先
着
三
十
人

春
用

無
料

匣
２
月
1
4日
窗
ま
で
に
、
電
話
で
消

費
生
活
課

昔
3
6
6
・
7
3
2
9

番
へ

粗
大
ご
み
の
収
集
は

粗

大

ご
み

の
収
集

が
４
月

１
日
天

（
電
話
受

付

分
）
か

ら
有

料
制
に

な
り

ま

す
。
ま
た

、
現
在

資
源

ご
み

と
し
て

収

集
し

て

い
る
物

の
中

か
ら

、
新
た

に

粗

大

ご
み

収
集

に
分

別
変
更

に

な
る

も

の

が
あ
り
ま

す

。

詳
細

は
広
報

ま

つ
ど
特

集
号

（
２

月
2
0
日
発

行
）

や
チ

ラ

シ
な
ど

で
お

知

ら
せ
し

ま

す
。

日時 会場 内容 講師 持ち物等

2/18 ㈹

午
前

10
時
Ｓ
正
午

明市民センタ

ー会議室

簡単！収納・整

理術～衣服編～
松戸友の会

定規・はさみ・カッ

ター・筆記用具

※たんすの引き出し

の奥行きを測って

きてください。

25 ㈲
東部市民セン

ター料理教室

食品添加物・農

薬の落とし方

松戸市消費

者の会
エプロン・筆記用具

3/ 4(火)

二十世紀が丘

市民センター

会議室

簡単！収納・整

理術～台所編～
松戸友の会 筆記用具

10(月)
消費生活セン

ター会議室

簡単リサイクル!

～から＜リ絵本

作り～

松戸市消費

者の会

牛乳パック2 本(展開

していないもの)・セ

ロテープ・両面テー

プ･ はさみ 一定規･ 洗

濯ばさ み3 個・マジ

ックペン・筆記用具

粗
大
ご
み
の
収
集
の
申
し
込
み
は

粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
ヘ

２
月

３
日

か
ら

、
粗

大

ご
み

の
受

付

場
所

が
変

わ
り

ま
し

た

。

受
付
日

月
曜

～
金

曜
日
（
祝
日
・
振

替
休
日

ふ
牛
末
年

始
を

除
ぐ

）

受
付

時
間
午
前

８

時
3
0分

～
午

後
５

時

撻

粗
大

ご
み
受

付

セ
ン

タ

ー
昔
3
9
1
・

0
0
0
7

番

、
清

掃
業

務
課

業
務

第

粗 大ご み 収集 の 受け 付 け は専

門 の オペ レ ータ ー が行 い ます　　
系

粗大ごみ受付センタ

ー

ジャガイモ農園オーナー

を募集

種

を

植
え

た
時

か
ら
、

あ
な

た
は
農

園
オ

ー
ナ

ー
。
成
育

状
況

を
見

な

が
ら
、
イ

モ
堀

り

が
体

験
で

き
ま
す

。

新
鮮

な
ジ

ャ

ガ
イ

モ
を

ご
家

族
で
味

わ

っ

て
み
ま

せ

ん
か
。

期
間

種
イ
モ

の
植

兄
付
け
（
２
月
下

旬
）
か

ら

収
穫
（
６
月
下

旬

）
ま

で
　

柚
磑

下

矢

切

区

自
十
平

万

口
　

予
想

収
香

里
十

六
よ
程

度

苣

用
一
区

画
三
千

円

※
植
え

付
け

、
肥

培
管
理

は
農

家

が
行

い
ま

す

。

圃

２

月
2
1
日
奕
ま

で
に

、
往
復
（

ガ
キ
に
区

画

数
・
住
所
・
氏

名
（
フ

リ

ガ
ナ
）・
電
話
番

号

を
記
入

し

て
、

〒
2
7
1
松

戸
市

根
本
三

八
七

の

五
松
戸

市
役

所

農
政
課

内
松

戸
市

都
市

農
業

振
興
協

議
会

じ

ゃ
が

い
も
係

へ

靉

農
政
課

農
政

係

公
3
6
6・
7
3
2
8

番

婚
前
・
新
婚
学
級

～
結
婚
ま
で
あ
と
チ
ョ
ッ
ト
、

新
婚
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
お
二
人
に
～

対象未婚または新婚の男女(1人での参

加歓迎) 会場中央保健センター　費用

無料(18日の料理教室のみ材料費500 円)

圉2 月14日(金)までに、電話で小金保健セ

ンター公346-5601 番へ

日 時 内 容

2/18W

午
後６

時

30

分
Ｓ
８

時

30
分

ウエディンゲペルを嘸らしか

後に！　～21世紀のパートナ

－って…～

フレンドスペース代表・富田

富士也氏

25 ㈹

夫婦で考えてみよう！　～現

代社会における家族の役割～

順天堂大学医学部助教授・米

林喜男氏

3/ 4 ㈹

もつと知ろう身体のこと！

～安心して妊娠・出産を迎え

るために～

愛育病院産婦人科・加藤季子

氏

11(火)

将来のお父さんお母さんへ！

～ビデオ「お父さんへ　赤ち

ゃんからのメッセージ」「健

康な生活してますか」～

健康課保健婦

18 ㈲
楽しく作ろう料理教室！

栄養士 一橋本園子氏

県立現代産業科学館の催し物

内　　 容 日　 時 対 象･ 定 員 費用

国
際
交
流

事業

展示解説ツアー(通訳と一緒に館
内見学)

2/8圉
午後2時30分から

／

／／

／ｙ

／

／

／
／

／

１
／

／

／

／

無料

工作教室(外国の人と一緒に工作) 午後1時から
と3 時から

展示解説ツアー(通訳と一緒に館
内見学)

2/9日

符畷O贈ら

工作教室(外国の人と一緒に工作) 午前10時30分から
と午後1時から

海外ビデオ上映
午後2時30分

～3 時

在Eﾖ外国人のお話と情報交換会
午後3時
～4 時30 分

イブニングシアター(英語版の全
天周映画)

午後4時30分
～5時30 分

産業たんけん隊(館内オリエンテーリング) 2/8圉
午前10時50分

～正午
小学生20人

シサ
ネイ
マエ

ン
ス

｢海からの創世｣ 2/2⑧
午後1時～2 時

当 日 先 着

巧 〇人
｢進化の不思議な大爆発｣ 2/16  (Eﾖ)･2鉈)

し厘県立現代産業科学館S379-2005番､SI379―2221番

市

収
入
証
紙
の
換
金
は
お
早
め
に

市
収
入
証
紙
は
３
月
3
1日
で
完
全

廃
止
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

換
金
し
て
く
だ
さ
い
。

換
金
期
限
３
月
3
1日
丱
　
換
金
場

所
収
入
役
室
　
あ
瞽

な
物
市
証
紙
・

印
鑑
萠

収
入
役
室

「

歌

の

街

」
の

放

送

時

間

が

変

更

防
災

行

政
用
無

線
局

で
放
送

し
て

い
る
「
歌

の
街
」
の
放

送
時

間

が
、
４

月
3
0日

水
ま
で

午
後
５

時
に

な
り
ま

し
た

。

覬

防
災
対

策
室

国

民

健

康

保

険
被

保

険

者

証

が

更

新

さ

れ
ま

す

現
在
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
と
国
民
健
康
保
険
退
職
被
保
険
者

証
の
有
効
期
限
は
、
３
月
3
1日
丱
ま

で
で
す
。

該
当
す
る
世
帯
に
は
３
月
初
旬
に

新
し

い
被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す

二

部
世
帯
を
除
ぐ
）
が
、
入
院
な
ど

で
自
宅
以
外
の
場
所
に
郵
送
を
希
望

す
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
新
し
い
被
保
険
者
証
は
届
き
次
第

使
用
で
き
ま
す
。

※
古
い
被
保
険
者
証
は
、
国
民
健
康

保
険
課

・
市
民
課
・
支
所
に
お
返

し
く
だ
さ
い
。

亘
国
民
健
康
保
険
課
資
格
給
付
係

セ
ラ

ミ

ッ

ク
ヒ

ー

タ

ー
事

故

情

報
次
の
製
品
を
お
持
ち
の
人
は
、
製

造
上
の
問
題
に
よ
り
発
煙
・
発
火
の

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
直
ち
に
使

用
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。

商
品
名
セ
ラ
ポ
カ
　
形
式
Ｌ
Ｃ
ｊ

３
１
６
　
生
産
国
日
本

製
造
惠
業

者
（

ラ
シ
マ
エ

業
株
式
会
社
　
販
売

斯
置
昭
和
6
2年
1
2月
～
6
3年
３
月

販
売
地
域
東
京
・
大
阪
・
九
州
を
中

心
に
通
信
販
売

崑
通
商
産
業
省
製
品
評
価
技
術
セ
ン

タ

ー
消
費
生
活

部
製
品

調
査
課

昔

0
3・
３
４
８
１
・
1
9
2
1

内
線
3
2
2

番

高

等

学

校

入

学

資

金

を

お

貸

し

し

ま

す

対
乖

①
経
済
的

な
理
由

に

よ
旦

咼

校
（
高
等
専

門
学

校
を

含
む

）
入
学

が

困
難

な
世
帯

②

成
績
良

好
、
品

行
方

正

で
出

身
中

学
校

長

が
推
薦
し

た
健

康
な

生
徒

③
保
護
者

が
松

戸
市

の
住

民
基

本
台
帳

に

一
年
以

上
登

録
さ

れ

て

い
て
、
引

き
続

き
市

内
に

居
住
し

て

い
る
①
市

内

に
居

住
す

る
確
実

な

連
帯

保
証

人

が
得

ら

れ
る
こ

と
（

理

由

に
よ

っ
て
は
市

外
居

住
者

も
可
）

貸

付
額
公

立

八
万

円

、
私

立
三

十
万

円

、
併
願

十
四
万

円
　

募
集

期
限
３

月
1
0
日
丱

奈
申

請

は
合
格

決
定
一
剛
で
も
可

烈

援
護
課

援
護

係

平

成

９

年

度
市

立
中

部

小

・
小

金

小

学

校

附

属
幼

稚

園
児

を

募

集
対
象
車
内
に
住
所
を
有
す
る
、
平

成
３
年
４
月
２
囗
～
４
年
４
月
１
日

の
問
に
生
ま
れ
た
幼
児

保
育
期
間

各
幼
稚
園
と
も
一
年
保
育

受
付
会

場
各
幼
稚
園
　
持
ち
物
該
当
す
る
幼

児
の
住
民
票
一
通
と
印
鑑
　
費
用
入

園
時
に
入
園
料
三
千
円
、
そ
の
ほ
か

制
服
・
靴
代
な
ど
で
約
二
万
円
。
ま

た
、
月
ご
と
に
保
育
料
六
千
円
、
そ

の
ほ
か
給
食
費
・
絵
本
代
な
ど
で
約

四
千
円
程
度
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

羆
学
務
課
管
理
係

登
3
6
6
・
7
4
5
7

番

、
中
部
小
学
校
附

属
幼
稚
園

容

3
6
3
・
2
5
6
9

番
、
小
金
小
学
校
附

属
幼
稚
園
登
3
4
1
・
2
0
0
3

番

野
ネ

ズ
ミ

退

治

・
薬

剤

に

よ

る

駆

除

を

実

施

農
作
物
を
食
い
荒
ら
す
野
ネ
ズ
ミ

を
退
治
す
る
た
め
、
農
耕
地
に
駆
除

剤
を
仕
掛
け
ま
す
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

駆
除
期
間
２
月
1
4日
窩
～
2
0日
水

※
近
隣
市
町
で
も
薬
剤
に
よ
る
駆
除

を
行

い
ま
す
の
で
、
駆
除
日
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

覬
農
政
課
指
導
係
登
3
6
6
・
7
3
2
8

番

有
料
制
に



成人病から

生活習慣病へ

２

月
は

、
成
人
病
予

防
月
間
で

す

。
市
で

は
、
市

民
の
皆
さ

ん
の

健
康

づ
く
り
の
た

め
に
、
健
康
診
査

を
は
じ

め
と
す
る
各
種
の

事
業

を
行

っ
て

い
ま
す
が
、
平

成
９

年

か
ら

、
四

十
年
以
上

に
わ
た

っ
て

使

わ
れ
て

き
た

「
成
人
病
」

と
い
う
言

葉
が
「
生
活

習
慣
病
」
に
呼
び

改
め
ら

れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た

。

「
成
人

病
」

が
加
齢

と
と
も

に
生
じ

る
と
の
印

象
を
与

え
が
ち

な
の
に
対
し

、
「
生
活

習
慣
病
」

は
食
事
や

運
動
、
休

養
、
喫

煙
、
飲
酒

な
ど
の

生
活
習

慣

が
病
気
の

発
病
や

進
行
に
関

与
し

、
こ
れ

ら
の
習

慣
を
改

善
す
る
こ

と
に
よ

っ
て

病
気

を
防
ぐ
こ

と

が
で

き
る

、
す

な
わ
ち
予

防
に
重

点
を
置
こ

う
と

い
う
も
の
で

す

。
「
生

活
習

慣
病
」
に
は
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
、
が
ん
、
糖
尿
病
に
加
え
、
骨
粗
鬆
（
し
ょ
う
）
症
、
歯
槽
膿
漏
（
し
そ
う
の
う
ろ
う
）
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
自
分
の
生
活
習

慣
を
見
直
し
て

み
ま

せ
ん

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

棘
健
康
課

検
診
係

登
3
6
6
・
7
4
8
5

番

健康のためには適度な運動が大切です

松

戸
市

基

本

健
康

診
査

（
四
十
歳

以

上
を
対

象
）
の
結

果
（
一
部

の

デ
ー

タ
）
か
ら
、
生

活
習

慣

の
改
善

に
つ

い

て
考
え

て
み

ま
し

ょ
う

。

平

成
７
年

度

の
松

戸
市

基
本

健
康

診
査

の
総
受

診
者

数
は

、
一
万

八
千

九
百

四
十
四

人

で
し

た

。
こ

の
う
ち

総
合

判
定

が

「
異

常
な
し

」
と

さ
れ

松戸市基本健康診査(平成7年度)

た
人
は
一
五
％
で
、
八
五
％

の
人
に

検
査
値
の
小
さ
な
異
常
が
あ
り
、
医

師
の
経
過
観
察
や
日
常
生
活
の
見
直

し
、
治
療
、
精
密
検
査
が
必
要
で
し

た
。検
診
項
目

が
増
え
て
お
り
、
病
気

の
見
逃
し
を
防
ぐ
た
め
に
基
準
値
を

厳
し
く
見
て
い
る
影
響
も
あ
り
ま
す

が
、

い
ず
れ
に

し
て

も
生
活

の
見

直

を

し
て
生

活
習

慣
を

改
善

す
る
必
要

が
あ
り
ま

す

。

表
Ｉ

は
、
検

査
項

目
別

に
見

た
も

の
で
、

総
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル
値

に
問

題

の
あ

る
人

が
多
く

見
ら

れ
ま

す
。

表
２

は
、

時
代
に

よ

る
変
化

を
各

年

度

の
四
十
代

前
半
受

診

者

の
検
査

結

果

で
比
較
し

た
も

の

で
す

。
血
圧

は
正

常

な
人

が
増
え

て

い
ま
す

。
し

か
し

、
総
コ

レ

ス
テ

ロ
ー
ル

、
肥

満
、

貧
血

で
問
題

の
あ

る
人

は
増
え

て

い

る
傾
向

が
あ

り
ま

す
。

現
在

の
日

本
は

飽
食

の
時
代

と

い

わ
れ

て

い
ま

す

。
平

成
６

年

の
厚

生

省

「
国

民
栄

養
調
査

」

に
よ

る
と
、

日

本
人

が
摂
取

す

る
栄

養
素

の
中

で

食

塩

と
動
物

性
脂
肪

が
取

り
過

ぎ
と

報
告

さ
れ
て

い
ま

す
。

表

３
は
、

国
民

栄
養
調

査

に
よ

る

食

塩
摂

取
量

の
年

次
推

移
で
す

。
厚

生
省

は
、
高

血
圧

を
改

善
す

る
一

つ

の
手
段

と
し

て

、
塩
分

の
摂
取

量

を

一
日

十

グ
ラ
ム
以
下

に

す

る
こ

と

を

目

標

に
し

て

い
ま

す

が
、
表

３
か

ら

も
分

か

る
よ
う
に

昭
和
6
2
年

ま
で

は

減
少

傾
向

で
し
た

が
、

そ

の
後
は
横

ば

い
状
態

が
続

い
て

い
ま
す

。

市

民

の
血
圧

は
改
善

の
傾

向
に

あ

り
ま

す

が
、
今

後
と
も

一
段

と
減

塩

の
努

力

が
必

要

で
す

。

ま

た
、
動

物

性
脂
肪

の
取

昨
夕過

ぎ

は
コ

レ

ス
テ

ロ
ー
ル

や
中
性

脂
肪

を

増

や
し
、

高
脂

血
症

の
原
因

と
も

な

り

ま

す

。
コ

レ

ス

テ

ロ

ー

ル

値

を

一
％
減
ら
す
と
心
臓
病
（
虚

血
性
心
疾
患
）
が
二
％

減
る

と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
四
十
岱

剛
半
の
人

の
受
診
者
の
検
査
結
果
に
な

る
と
、
こ
こ
数
年
、
高
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
の
大
や
肥

満
の
大
が
増
え
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
一
方
、
貧
血
の
人

の
割
合
が
減
少
せ
ず
、
逆
に

増
加
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま

す
。食
事
を
含
め
た
生
活
習
慣

全
般
の
改
善
が
望
ま
れ
ま
す

。

（
平
成
６
年

度
国
民
栄
養
調
査
結
果
よ

り
）

食塩摂取量の年次推移

健
康
で
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に

あ
な
た
が
で
き
る
こ
と
は
？



健康づくりのための

運動指針

｢健康づくり｣ のポイントは・・・

１生活の中に運動を

・歩くことから始めよう

・１日30 分を目標に

・息がはずむ程度のスピードで

２明るく楽しく安全に

・体調に合わせてマイペース

・工夫して楽しく運動長続き

・ときには楽しいスポーツも

３運動を生かす健康づくり

・栄養・休養とのバランスを

・禁煙と節酒も忘れずに

・家族のふれあい、友達づくり

どんな運動をどれくらい？

生活様式も大きく変わり、家事や職場の作業量が軽減化されるなど、生活

全般における運動量が減少してきています。そのため、運動不足などによる

生活習慣病が増えています。

運動とエネルギーの消費量の目安を示しましたので、日常の生活の中に適

度な運動を取り入れるように心掛けましょう。

生活活動強度 日常生活の内容

望ましい運動量(目安)

エネルギー消費量(kcaレEﾖ)

男 女

I(軽い)
通勤・買い物などで1 時間程度歩＜ほか
は大部分座って事務・談話などをして
いる場合

200 ～300 100 ～200

II(中程度)
通勤･買い物・仕事などで2 時 間程度歩
＜ほかは座っている作業と家事等によ
り立っていることが多い場合

100 ～200 100 程度

ｍ( やや重い)
農耕作業や建築作業などIE持間程度は重

い作業に従事している場合
ふだん使用することの少

ないような筋肉を使うス

ポーツや運動を行うこと

が望ましいIV( 重い)
プ ロのスポーツ選手や木材の運搬など
のような重い作業に従事している場合

※健康状態や天候に合わせて無理のない運動を心掛けましょう。

運動（スポーツ）を安全に行うには…安全な運動は少し息が弾むくらいといわれていますが、運動強度を測る

方法として簡単で比較的正確なのが脈拍です。

各年代ごとの下記の心拍数を超えない範囲で運動する限りほぼ安全です

ので、この数値を参考にして運動(スポーツ)をしましょう。

ただし、健康状態や体力・

年齢によって一人ひとり違い

ますので、主治医とご相談く

ださい。

年　　齢 20代 30代 40代 50代 60代

心拍数（拍／分）130 125 120 １巧 捐０
厚 生省公衆衛生審 議会｢健康づ ＜リのため の運動所要量｣より

健康をつくる三つの柱 一 食生活 ・運動 ・休養 －

健康をつくる基本は、｢食べること｣｢からだを動かすこと｣｢ 休

養をとること｣ の三つの柱で、バランスのとれた生活を送ること

です。

厚生省が策定した健康づくりに関する｢ 食生活｣｢運動訌休養｣

の三つの指針をもとに、子どもからお年寄りまで全ての年齢の人

たちが日常生活に取り入れられる具体的な方法を紹介します。

１多様な食品で栄養バランスをとる

・１日30品 目を目標に

・主食、主菜、副菜をそろえて

２日常の生活活動に見合ったエネルギーをとる

・食べ過ぎに気を付けて、肥満を予防

・よく体を動かし、食事内容にゆとりを

３脂肪は量と質を考えて

・脂肪は取り過ぎないように

・動物 性の脂肪より植物性の油を多めに

４食塩を取り過ぎないように

・食塩は1日10 グラム以下を目標に

・調理の工夫で、無理なく減塩

５心のふれあう楽しい食生活を

・食卓を家族ふれあいの場に

・家庭の味、手作りの心を大切に

食生活バランスチェック表

健康のためには、バランスのとれた食生活が基本です。あなたや家族が健康な

毎日を送るためには、食生活がどうなっているかを知ることが大切です。

あなたの食生活は大丈夫ですか？　バランスをチェックしてみましょう。

設 問 内 容 ダ Ｂ Ｃ

卜 食事はほぼ3 食きちんと食べていますか はい いいえ 分からない

２ 食事の時間はほぼ一定ですか はい いいえ 分からない

３ 食事はゆつ＜リ食べますか はい いいえ 分からない

４ 食後の休憩を30 分以上とっていますか はい いいえ 分からない

５ 食事はよくかんで食べますか はい いいえ 分からない

６ 栄養のバランスはとれていると思いますか はい いいえ 分からない

ワ 食事の量は腹八分目ですか はい いいえ 分からない

８ 間食･夜食はあまりしないようにしていますか はい いいえ 分からない

９’甘いものを取り過ぎないようにしていますか はい いいえ 分からない

10, つけ物一千物など塩辛いものはあまり食べないようにしていますか はい いいえ 分からない

１１ 油の取り過ぎに注意していますか はい いいえ 分からない

12 野菜類を多く食べていますか はい いいえ 分からない

13 色の濃い野菜をたくさん食べていますか はい いいえ 分からない

稀 のリ・わかめなど海藻(そう)類を多＜とっていますか はい いいえ 分からない

拓 お酒は旧2 合以内(またはビづ レ大2本以内)ですか はい いいえ 分からない

16 タバコは吸わない はい いいえ 分からない

八　　　 －。　　 計

Ａが14個以上…とてもよい食生活ですO

B が7個以上…食生活の見直しが必要です
Ｏ

Ａが7～13個…少し食生活の工夫が必要です。

Ｃが5個以上…もっと食生活に関心を持ちましょう。

健康づくりのための休養指針　 １生活にリズムを

・早めに気付こう、自分のストレスに

・睡眠は気持ちよい目覚めがバロメーター

・入浴で、体も心もリフレッシュ

・旅に出掛けて、心の切り換えを

・休養と仕事のバランスで能率アップと過労防止

２ゆとりの時間でみのりある休養を

・１日30 分、自分の時間を見つめよう

・生かそう休暇を、真の休養に

・ゆとりの中に、楽しみや生きがいを

３生活の中にオアシスを

・身近な中にも憩いの大切さ

・食事空間にもバラエティを

・自然とのふれあいで感じよう、健康の息吹を

４出会いときずなで豊かな人生を

・見いだそう、楽しく無理のない社会参加

・きずなの中で育む、クリエーティブ・ライフ

生活習慣の改善には、｢食生活｣｢運動」「休養｣のバランスを保ち、健康な習慣を身に付けること

が大切です。市では、子どもからお年寄りまでの方々に健康な生活習慣を身に付けていただく

お手伝いをしています。各保健センター等仲 央昔366-7490 番･小金S346-5601 番・常盤平昔

384-1333 番)や健康増進センター登365-5588 番、各支所の市民健康相談室まで気軽にお問い合

わせください。また、２月の成人病予防月間(生活習慣病予防月間)中 、市では各種の事業を予

定しています。ぜひ、ご参加ください。詳細は健康課までお問い合わせください。

健康づくりのための
食生活指針

運動で

1 OOkcalを消費

するためには…



情報

※ タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

催

し

物

は

り

・
き

ゅ
う

・

マ

ッ

サ

ー
ジ

の

施

術

を

奉

仕

２
月
2
3囗
㈲
午
前
９
時
3
0分
か
ら

会
場
総
合
福
祉
会
館

内
容
三
施
術

の
奉
仕

善
乕

無
料

圃
２
月
1
3日
米
ま
で
に
、
往
復
（

ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
希
望
の
施
術
を

記
入
し
て
、
干
2
7
1
松
戸
市
上
矢
切
二

九
九
の
一
総
合

備
祉
会
館
内
身
体
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
昔
3
6
8
・
1
4

9
3
番
）
へ

ち

び

っ
こ

探

険

学

校

ヨ
ロ

ン

島

３
月
ｓ

日

水
～
４
月
２
日
水
〔
七

泊
八
日
〕

場
所

況
児
島
県
与
論
島

対
象
小
学
三
年
～
六
年
生
　
内
容
在

日
外
国
人
小
学
生
と
の
共
同
生
活

舂
兩

十
万
五
千
円

※
２
月
2
2日
出
に
説
明
会
あ
り

棘
剛
国
際
青
少
年
研
修
協
会

昔
印
・

３
３
５
９
・
8
4
2
1

番

松

戸

市

書

道

展

２

月
1
8
日

天

～

３
月

２

日

㈲

箚

囗

を

除

く

）
、
午

前
1
0
時

～

午

後

６

時
（
最
終
日

は
午

後
４
時
ま

で
）
　
会

場
文
化

ホ
ー
ル
　

部

門

漢
字
・
か
な
・

近
代

詩
文

・
て

ん
刻

・
刻

字

・
そ

の

他
　

費
用

入
場

無
料

頽

社
会

教
育
課

市
民

文
化

係

昔
3
6
6・

7
4
6
2

番

わ

く

わ
く

さ

ん
と

作

っ

て

遊

ぼ

う
２
月
2
5日
天
①
午
前
1
0時
丿
分
か

ら
②
午
後
３
時

丿
分
か
ら
、
ｓ

日
水

③
午
前
1
0時
か
ら
④
午
後
２
時
か
ら

⑤
午
後
４
時
丿
分
か
ら
　
会
場
①
②

稔
台
市
民
セ
ン
タ
上
甲
土

旦
霖
の
ホ

ー
ル
2
1
　費
用
親
子
チ
ケ
ッ
ト
千
六

百
円
黯
松
戸
中

央
子
ど
も
劇
場

・
青
木

昔

誣
　・
ｎ
ぴ
Ｉ
［｛
Ｊ
４
番

借

地

借

家

の

無

料

相

談

２

月
Ｂ

日
米

午
後

１
時
～

４

時

龠
場

勤
労
会

館

※
契

約
書

等

が
あ

れ
ば

ご
持
参

を
しＩ
　や

黯

松

戸
借

地
借

家
人
組

合

・
外

谷

容

3
4
5
・
９
り［
ａ
４
（
８
番

坂

川

の

集

い

２

月
1
1
囗

㈲
午
後

１
時

か
ら
　

会

場

市
民
劇

場
　

内

容
シ

ン

ポ
ジ
ウ

ム

「
坂

川

の
昔

・
現
在

よ
杢
米
」
、

坂
川

の
劇
、

パ
ネ

ル

デ
ィ

ス

カ

ッ
シ
ョ

ン

費
用

無
料

濮

坂
川

に
清

流
を
取

り
戻

す
会

・
秋

山

昔
屁

・
9
3
3
7

番

と

も

し

び

読

書

会

２
月

丿
日

困
午
前
1
0
時
～
正

午

侖
璢

女

性
セ

ン
タ

ー
ゆ
う

ま

つ
ど

テ

キ
ス
ト
「
蓮
如

」
五

木

寛
之

著
　

費

用

八
百
円
（
初
回

は
無

料
）

黷
永

島

容
沺

・
3
6
6
2

番

松

戸

市

小

中

学

校

教

員

展

覧
会

（
書
道
／

美
術
）

書
道
展
２
月
９
日
㈲
～
2
1日
金

笨
窖

農
2
3日
㈲
～
３
月
９
日
㈲

五

日

・
1
9日

・
ｓ

日
を
除
く
）
、
各
午

前
1
0時
～
午
後
６
時
（
３
月
９
日
は

午
後
４
時
ま
で
）
　
会
場
ア
ー
ト
ス

ポ
ッ
ト
ま
つ
ど
（
伊
勢
丹
松
戸
店
新

館
九
階
）
　

内

容
漢
字

・
か
な

・

近
代
詩
文
・
洋
画

・
彫
刻
な
ど
　
費

用
入
場
無
料

頽
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
昔
3
6
6
・

7
4
6
2
番

野

鳥

観

察

会

（
江

戸

川

）

２

月
９

囗
韭
午

前
８

時
松

戸
駅

東

ロ

デ
ッ
キ

上
集

合
、
午

前

Ｈ
時
現

地

解
散
（
雨

天
中

止
）
　
場
所

主
水

新
田

周

辺
　

持

ち
物

筆
記
用

具

・
観

察
用

具

な
ど
　

費
用

交
通

費
実

費

黷

㈱
ま

っ
ど
街

と
水

辺
の
緑

化
基

金

昔
詬

・
9
8
4
6

番

外
国

人

日

本

語

ス

ピ

ー
チ

コ

ン

テ

ス
ト

２
月
2
2日
出
午
後
１
時
か
ら
　
会

場
市
民
劇
場
　
テ
ー
マ
自
由
（
時
間

は
五
分
以
内
）
　
曹
用
無
料

錯
側
松
戸
市
国
際
交
流
協
会
（
市
役

所
新
館
五
階
）

相

続

登

記

に

関

す

る

無

料

相

談

会

２
月

中

の
月

～

金

曜
日
（
祝

日

を

除

く

）
、
午

前
９

時

～

午

後
５

時
（
昼

食

時
間

を

除
く

）
　
会
場

県
内

の
各

司
法

書
士

事
務
所

亘

千

葉

司

法

書

士

会

松

戸

支

部

昔

莇
・
（
ｊ
ｌ
ｒａ
［
ａ
番

健

康

懇

談

会
「

高

血

圧

と

成

人

病

」
（
ビ

デ

オ

上

映
会

）

２
月
1
1日
聡
午
後
３
時
～
５
時

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
　
講
師

医
学
博
士

・
里
見
信
子
氏

定
員
当

日
先
着
五
十
人
　
善
用

無
料

岡
愛
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
昔
鏥
・
4
8

1
7
番

シ

ェ

イ

プ

ア

ッ

プ
体

操

２
月
７
日
～
2
8日
の
毎
週
金
曜
日

（
全
四
回
）
、
午
前
Ｈ
時
～
正
午

会

場
馬
橋
東
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
四

十

・
五
十
代
の
人
に
も
無
理
の
な
い

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
　
曹
用

無
料

黷
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
体
操
ク
ラ
ブ
・

金
子

登
3
4
5
・
6
1
3
7

番

松

戸

北

子

ど

も

劇

場

低

学

年
例

会
ど

ん
亀

座

公

演

「
キ

マ

グ
レ

サ

ー

カ
ス

ー
パ

ー
ト
２

」

２
月
1
5日
出
①
午
後
３
時
か
ら
②

午
後
６
時
か
ら
　
会
場
森
の
ホ
ー
ル

2
1
　眥
唄
卞
三
百
円

棘
松
村
公
3
4
7
・
4
4
4
6

番

松

戸
市

和

洋
楽

連

盟

ジ

ョ

イ
ン

ト
コ

ン

サ

ー
ト

２
月
2
2日
出
午
後
２
時
～
４
時

会
場
森

の
ホ
ー
ル
2
1
　内
容
作
曲
、

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
歌
謡
、
声
楽
の
三
団
体

の
作
品
発
表

杤
乕

無
料

黯
五
味
・
登
匐
・
9
3
5
5

番

21世紀の森と広場パークセンター催し物

行　事　名 日　時 講　師 定 員

園芸教室

｢腐葉土の作り方｣

2/15圉

午後1時30 分

～3時

みどりの相談員

小林鶴太郎氏
25人

自然観察会

｢冬のツリーウォ

ツチンゲ｣

2/160日)

午後1時30 分

～3時30 分

自然観察指導員

協淒会

高野史郎氏

30人

みどりの講習会

｢サツキ盆栽の仕

立て方｣

2/16(1日)

午後1時30 分

～3時30 分

日本盆栽協会

松戸支部会員
40人

園芸教室

｢春まき草花の育

て方｣

3/ 9 (Eﾖ)

午後1時30 分

～3時

みどりの相談員

渡辺重吉郎氏
30人

わ

い

わ

い

・

子

育

て

フ

ォ

ー

フ

ム

・

ち

ば

３
月
1
2
日

伽
午

後
１

時
か
ら
　

会

場

さ
わ

や
か
ち

ば
県

民

プ
ラ

ザ
（
柏

市

）
　
内

容

①
講

演
「
子

育

て

の
迷

い
に

さ
よ
う

な
ら
」

講

師
平
田

圭
子

氏

②
み

ん
な

で
「
あ

・
そ

・
ぼ
」
　
対

象

子
育

て
サ

ー

ク
ル

・
子

育

て
中

の

親
な

ど
　

苣

拑
無
料

奈
無
料

託
児

あ
り
（
講

演
時

の
み
）

崋

２
月
2
7
日

本
〔
必

着
〕
ま

で
に

、
往

復
（

ガ
キ

に
住

所
・
参
加

者
全

員

の

氏
名
・
年

齢

・
託

児

希

望

の
有

無

を

記

入

し

て

、

〒

沺
－
9
1千

葉

市

中

央

区

市
場

町

一
の

一
千
葉

県
社

会
部
児

童

家

庭
課
（

登

㈲
・

匐

・
2
3
2
4

番

）
へ

費用無料
圃電話でパークセンターO345-8900 番へ(各先着順)

保
健
・
衛
生

糖

尿

病

・

高

血
圧

―
肥

満

に

ブ

レ

ー

キ
～

病

態

別

栄

養

指
導

～

成
人
病
の
予
防
は
、
い
か
に
良

い

食
生
活
を
持
続
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

市
で
は
、
松
戸
市
医
師
会
の
協
力

の
も
と
、
病
態
別
栄
養
指
導
を
行

っ

て
い
ま
す
。

実
衙
μ

璋
週
火
・
金
曜
日
、
午
前

９
時
～
午
後
４
時

会
場
中
ｍ（
保
健

セ
ン
タ
ー
　
内
容
糖
尿
病

こ
咼
血
圧

・
肥
満
等
の
栄
養
指
導
　
曹
用

無
料

巫
主
治
医
を
通
じ
て
ご
予
約
を

贅
健
康
課
昔
3
6
6
・
7
4
9
0

番

酒

の

悩

み

ご

と

相

談

・
家

族
教

室
２
月
1
3日
米
・
Ｊ
日
米
、
午
後
２

時
～
４
時

会
場
松
戸
保
健
所

内

容
専
門
医
師
と
精
神
保
健
福
祉
相
談

員
に
よ
る
相
談
　
対
象
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
の
人
と
そ
の
恐
れ
の
あ
る
人

や
家
族
　
春
用

無
料

※
断
酒
会
等
で
酒
を
や
め
て
い
る
人

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

圃

電
話
で
松
戸
保

健
所

予
防
課

登

3
6
1
・
2
1
2
1

番
へ

三

歳

児

健

康

診

査

対

象
平

成
５
年
1
0
月

生
ま

れ

の
幼

児

健
診
日

２
月
1
8
日

・
2
5日

の
各

火

曜
日

会

場
松

戸
保

健
所

※
該
当

者
に

は
通
知

を
送

り
ま
し

た

が
、
届

か

な

い
場

合

は
（

ガ
キ
に

左
記
要

領

で
記
入

し
、

〒

’ｍ
松

戸

市

小
根

本

七
松
戸

保
健
所

指

導
課

（
昔
3
6
1・
2
1
2
1

番

）
へ

ハガ牛記入要領

①住所

②電話番号

③幼児氏名

④幼児生年月日

⑤保護者氏名

⑤転入年月日

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫

、
胃
丈
夫

、
大
丈
夫

健
康
で

明

る
い
未

来
の

た
め
に

そ
の
三
十
八
　

い
ろ
い
ろ
な
歯
の
痛
み
（
そ
の
２
）

去
年
あ
れ
ほ
ど
痛

か
っ
た
歯
も
、

年

末
年

始
に

は
ほ
と

ん
ど

痛
ま

な

か
っ
た
し

、
こ

れ

で
歯
医

者
に
行

か
な
ぐ
て
も

済
ん
だ
。
や
れ

や
れ
、

穴
が
空

い
て

い
る
か
ら
物

が
詰

ま

っ
て
多

少
気

に
な

る
け

ど
、

痛
く

な

い
か
ら
・
…

仕

事
な

あ
る
し

そ

の
ま
ま
放
置
す

る
こ
と
に
し
ま
す

。

し

ば
ら
く
歯

の
こ

と

は
忘

れ

て
過

ご
し

て

い
た

だ
き

ま
し

ょ
う

。

さ

て
、
こ

の
間

に
細

菌
は

ち

ゃ

く
ち

ゃ
く
と

歯

か
ら
外

に
、

つ
ま

り
骨

の
中

へ
侵
入

す

る
機
会

を
狙

っ
て

い
ま
す

。

近

ご

ろ
何

と

な
く

、
ま
た

歯

が

痛

い
よ
う

な
気

が
す

る
。
で

も
我

慢
し

て

い
れ

ば
、
ま
た

治

る
だ
ろ

う
、

と

い
う

わ

け
で
歯

医
者

に
行

く

の
は

や
め
て

お
き
ま

す

。
そ

ろ

そ

ろ
細
菌

が
骨

の
中

に
進
行

し
て

い
き

ま
す

。
身

体
（
か
ら

だ
）
は
細

菌
と

戦

お
う
と
し

て

、
歯

の
根

の

周
り

に
白

血
球

が
集
ま

っ
て

、
細

菌

の
侵

入

を

防

ご
う

と

し

ま

す

が
、
次
第

に
戦

い

が
大

き

な
も

の

に

な
っ

て
き
ま

す
。
苦

し
む

の

は

も
弓
寸

ぐ

で
す

。

最

近

、
少
し

ズ
キ

ズ
キ
す

る

よ

う

な
気

が
す

る
け
ど

、
ま

あ
大
丈

夫

か

な

と

我

慢

し

て

み

ま

し

ょ

う

。
し

ば
ら
く

す

る
と
、
ま

た
以

前

の

よ
う

に
夜
に

な
る
と

痛
ぐ

な

っ
た

り
、
疲

れ

る
と
痛

く

な
っ

た

り

を

繰
り
返

す
よ
う

に

な
っ
て

き

ま

す
。
こ

の
段

階

は
、

根
の
先

の

あ
た
り
に
膿
（
う
み
）
が
溜
（
た
）
ま

り

始
め

て

い
る
状
態

で
す

。
痛

み

は
次

第

に

強

さ

を

増

し

て

き

ま

す

。
痛

む
時
間

も
増
え

て

き
ま
し

た

。ま
だ

我
慢
し

ま
し

ょ
う

。
以

前

は
こ

れ
で
乗
り

切

っ
た

の
で
す

か

ら

。
血

液
中

に
細

菌

が
侵

入
す

る

の
で
、

熱

が
出

る

か
も
し

れ
ま

せ

ん
。
何

か

が
ち
ょ

っ
と
歯

に

さ
わ

っ
た
だ
け
で
も
ひ

ど
く
痛
み
ま
す

。

前

の
痛

み
と

は
ち

ょ

っ
と
違
う

よ

う

で
す

。
骨

の
中

で

は
、
細

菌
と

身

体

の
戦

い
が

続

い
て

い
ま

す

。

顔

を
洗

っ
た

り
し

て
外

側
か

ら
歯

茎
（
は
ぐ

き
）
を
押

さ
え

る
と
、
痛

み
を
感

じ
ま

す
。

そ

う

こ

う
し

て

い

る
う

ち

に

、

急
に
歯

の
根
元

が
腫
（
は
）
れ
て
き

ま
し
た

。
痛

み

は
前
よ

り
和

ら

い

だ
よ
う

で

す
が
、

結
構

な
腫

れ
方

で
す

。
み

っ
と
も

な

い
の
で

、

マ

ス
ク
で
も
し
て
も
う
少
し
我
慢
し

て
み
ま

し

ょ
う

。
こ

の
状

態
で

は
、

骨

の
中

に

た
ま

っ
た
膿

が
骨

か
ら

出
て

、
歯

茎
の
下

に
膿

が
ぶ
よ

ぶ

よ
と

溜
ま

っ
て

い
ま
す

。
し

ば
ら

く
す

る
と

、
歯
茎

が
破

れ

て
膿

が

外

に
出

て

き
ま
す

。
こ

こ
ま

で
く

る
と

、
ほ

と

ん
ど
痛

み
は

感
じ

な

く

な
り
ま

す

。
今

後

は
、
腫

れ

た

り

つ
ぶ

れ
た
り

を
繰

り
返
し

な

が

ら
、

歯
は

次
第

に
排
出

さ

れ
て

い

き
ま

す

。
こ

れ
で
、

虫
歯

に
な

っ

た
歯

の

一
生

は
、
終

わ
り
を

迎
え

る
こ

と
に

な
り
ま

し
た

。

今

回

は
、
歯

の
内

部

の
痛
み

と

い
う

こ
と

で
、

虫
歯

の
進
行

と

そ

の
状
態

に
つ

い
て
お
話
し

ま
し
た

。

も
ち

ろ

ん
こ

れ
は
典

型
的

な
例

で

す

か
ら
、

臨
床

的
に

は

い
ろ

い
ろ

な

状
態

が
あ
り

ま
す

。
ど

の
段

階

で

歯
科
医

が
関

与
す

る

か
に
よ

っ

て

、
そ

の
後

の
歯

の
寿

命
に

も
大

き

く
関

わ

っ
て
き
ま

す

が
、
選

択

す

る
の
は
あ
な
た
自
身
で
す

。

（
松

尸
歯
科
噐

慳

石

チャンネル



講
座
・
講
演

福

祉

講

演

会

「
す

べ
て

の

人

が

暮

ら

し

や

す

い
街

を
」

２
月
Ｊ
日
米
午
後
Ｏ
時
4
5分
～
３

時
1
5分

会
場
市
民
劇
場

謹
師
日

本
障
害
者
協
議
会
国
際
委
員
長
・
成

瀬
正
次
氏
　
春
用

無
料

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

馥
松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
１

登
3
6
2
・
5
9
6
3

番子

育

て

講
演

会

町
「

親

と

子
の

楽

し

い
コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン

の

と

り

方

」

２
月
1
5日
出
午
後
２
時
～
４
時

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
っ
ど

定
員
先
着
六
十
人
　
眥
用
無
料

※
無
料
の
保
育
が
あ
り
ま
す
。

崋

直
接
ま
た
は
電
話
で
上
本
郷
保
育

園
登
鰯
・
0
6
7
5

番
、
ま
た
は
各

民
間
保
育
園
へ

社
会

福

祉

施

設

就

労
入

門

講

座

「
短

期

コ

ー
ス

」

講
義

＝
３
月
1
5口
出
午
前
1
0時
～

午
後
４
時
、
施
設
実
習
＝
３
月
1
7日

菲
～
1
9日
伽
の
う
ち
の
一
日
午
前
９

時
～
午
後
４
時

会
場
千
葉
県
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
実
習
は
県
内
の
特

別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）
　
対
象
社
会

福
祉
施
設
に
就
職
を
希
望
す
る
三
十

五
歳
く
ら
い
ま
で
の
人
　
定
員
先
着

三
十
人
　
蓄
乕

無
料

「
惠
電
話
で
千
葉
県
福
祉
人
材

セ
ン

タ
ー
容
㈲
・
謌
・
1
2
9
4

番
へ

木

造

住
宅

断

熱

施

工

技

術

講

習

会
２
月
2
3日

㈲
午
前
1
0時
～
午
後
４

時
　
会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内
容
木

造
住
宅
断
熱
の
設
計
か
ら
施
工
ま
で

の
解
説
　

費
用
五
千
円
（
テ
キ
ス
ト

代

・
登
録
料
）

糜
県
住
宅
課
登
㈲
・
匐
・
3
2
2
6

番

酒

害
シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

「
依

存

を

克

服

す

る
た

め
に

」

２
月
1
2日
水
午
後
６
時
丿
分
～
８

時
3
0分

会
場
市
民
劇
場
　
シ
ン
ポ

ジ
ス
ト
千
葉
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ

ー
・
野
村
正
剛
氏
、
船
橋
北
病
院
ヶ

Ｉ

ス
ワ
ー
カ
ー
・
大
井
孝
氏
、
下
総

病
院
長
・
小
池
健
氏
、
松
戸
保
健
所

長
・
鈴
木
弘
一
氏
　
対
象
酒
の
悩
み

を
も
つ
人
と
そ
の
家
族
　
春
乕

無
料

※
予
約
は
不
要

夏
松
戸
保
健
所
予
防
課
昔
鮒
・
2
1

2
1
番

ト
レ

ー
ニ
ン

グ
機
器
操
作
講
習
会

２
月
1
5日
出
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
丿
分

会
場
青
少
年
会
館
樋
野
口

分
館

対
象
十
五
歳
以
上
の
人

三

十
歳
未
満
の
人
を
優
先
）
　
窖

貝
先

着
二
十
人
　
持
ち
物
運
動
着
・
上
履

き
　
春
乕

無
料

惠
電
話
で
青
少
年
会
館

昔
錮
・
8
5

5
6
番
へ

児

童

の

健

全

育

成

指
導

者

養

成

講

座未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
地
域

の
皆
さ
ん
で
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

期日 時 間 内　　容

2/14 窗

万

万

日程説明
地域の子どもたちの現状

17(月) これだけは知っておきたい家庭
における子どもの教育

21窗 匚いざ｣というときに役立つ防災
の心得

24(月) ペーパークラフト

やさしいエアロビクス　子どもと
づ緒に体を埀肋 し`てみませんか

3/30 月)

7窗 牛乳パック利用の手すきハガ半
の作り方

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

定
員
先
着
五
十
人
　
呰
甬

無
料

※
保
育
あ
り
（
先
着
十
人
。
お
や
つ

代
二
百
円
）

惠
電
話
で
こ
ど
も
課
管
理
係
へ

文

化

ホ

ー

ル
特

別

展
講

座

「

二

オ

イ

ー
タ
ン

パ

ク
質

・
ウ

ラ

ン

を

と

る
最

先

端

繊

維

」

２
月
1
5日
出
午
後
２
時
～
４
時

会
場
文
化
ホ
ー
ル
　
講
師
千
葉
大
学

工
学
部
助
教
授
・
斎
藤
恭
一
氏

定

員
先
着
三
十
人
　

眥
拑
無
料

兩

電
話
で
文
化
ホ
ー
ル
登
双
・
7
8

1
0
番
へ
（
壬

圓
1
0時
か
ら
）

介

護

い
ろ

は

教
室

「
実

例

を

通

し
て

学

ぶ
在

宅

介

護

の

知

恵

と

工

夫
」

２
月
2
7日
米
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
東
松
戸
病
院
大
会
議
室
　
霍

貝

先
着
三
十
人

苣

用
無
料

惠
電
話
で
中
央
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
１
公
3
9
1
・
0
2
1
1

番
へ

実

用

文

の

書

き

方

３

月
９
日

㈲
午

前

拍一
時
～

午
後

３

時

会
場

馬
橋
市

民

セ
ン

タ

ー

内

容
手

紙

・
（

ガ
キ

・
封

筒

等
の
表

書

き

、
小
作

品

の
完
成

定

員
先

着
五

十

人
　

費

用
千

五

百

円
（
教
材

費

を

含
む

）

惠

２
月

Ｊ
日

米
ま

で
に
、

費
用
を

持

っ
て
直
接

松
戸

書
道

教
育

連
盟

・
津

村
（
昔
圓

・
8
8
9
8

番

）
へ

新

春

一

日

陶
芸

教

室

２
月
７
日
金
午
前
９
時
3
0分
、
午

後
Ｏ
時
1
5分
、
午
後
３
時
（
各
二
時

間
）
の
う
ち
一
回

会
場
陶
松
（
車

立

病
院
裏
）
　
定
員
先
着
十
二
人
　

費

用
五
百
円
（
陶
土
・
焼
き
代
別
）

兩
電
話
で
縄
文
土
器
を
作
る
会
・
小

堀

登
窕
・
7
7
2
6

番
へ

き

も

の

着

付

け

初

心

者

講

座

①
２
月
1
6
日
か

ら
の
毎
週
日

曜
日

午
前
1
0
時

～
正

午
②

２
月
1
9
日

か
ら

の
毎

週
水

曜
日

、
各

午
後
２

時

～
４

時

、（
各
全

十

二

回

）
　
会
場

小

金

原

市

民
セ

ン

タ
ー
　

内

容
普
段

着

か
ら

訪
問

着
ま

で
　

持
ち

物
手
持

ち

の
着

物

・
帯

・
小
物

一
式
　

費
用

九
千

円

（
前
納

）

固
小

金

原
文
化

の
会

・
安

達

登
匐
・

6
8
9
8

番

県

開

放

講

座
「

パ

ソ

コ

ン

入

門

」

２
月

冽
囗
丱
～
３
日

糜
（
全
五
回
）
、

午

前
９

時

丿
分
～
午

後
４
時

洳
分

会

場
明

生
情
報

ビ

ジ
ネ

ス
専
門

学
校

内

容

ウ
ィ

ン

ド

ウ
ズ
の
操

作
、

ワ

ー

プ
ロ
と

表
計

算
　

定
員
四

十
人

（
抽

選

）
　
眥

用
教
材

費
二
千

円

※
修
了

者
に

は
県
教

奇

営

貝
会
よ
り

修
了

証
書

を
授
与

圃

２

月
1
8
日

㈹
〔
必

着
〕
ま
で

に
、
［

ガ
キ
ま

た

は
フ

ァ
ク
ス

で
住
所

・
氏

名

・
年

齢

・
職
業

・
電
話

番
号

を
記

入

し
て

、

〒

咫
］松

戸
市
新

松
戸

四
の

二

の

一
明
生

情
報

ビ
ジ

ネ
ス
専

門
学

校
開

放
講

座
係

（
叫
3
4
6・
4
1
6
6

番

）
へ

馥

明

生
情

報
ビ

ジ
ネ

ス
専
門
学

校

昔

謡

・
5
8
8
8

番

手

あ
み

初

心

者

講

座

①
２
月

丿
日
～
３
月
６
日

の
毎

週
木
曜
日
②
２
月
2
1日
～
３
月
７
日

の
毎
週
金
曜
日
、
各
午
前
1
0時
～
正

午

筌

三
回
）
　
会
場
小
爪
金

原
市
民

セ
ン
タ
ー
②
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
ド
ラ
イ
ブ
編
み

プ
ル
オ
ー
バ
ー

持
ち
物
六
号
棒
針

費
田

二
千
円
（
材

料
費
別
）

黷
松
戸
編
物
手
芸
文
化
協
会
・
安
達

昔
匐
・
6
8
9
8

番

お
知
ら

せ

パ

ー
ト

看

護

婦

・

保
健

婦

募

集

対
象
看
護
婦
の
有
資
格
者
（
准
看

護
婦
を
除
く
）
・
保
健
婦
の
有
資
格

者

業
務
内
霤

①
各
種
検
診
等
の
看

護
業
務

②
訪
問
看
護
婦
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
看
護
業
務

⑤
検
診
・
相
談
業
務

等
の
保
健
婦
業
務

群

山
③
健
康
課
検
診
係

昔
屁
・
7
4

8
7
番
⑨
松

戸
市
訪
問
看
護
婦
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
昔
涯
・
7
4
8
8

番

社
会

福
祉

施

設

等

合

同

求

人

説

明

会２
月
1
5日
出
午
後
Ｏ
時
3
0分
～
３

時
3
0分

会
場
千
葉
商
工
会
議
所

対
象
社
会
福
祉
施
設
等
へ
就
職
を
希

望
す
る
人
　
内
容
各
施
設
の
職
員
に

よ
る
個
別
面
談
　
春
乕

無
料

崋
当
日
会
場
で

崑
千

葉
県
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
公

砌
・
2
4
8
・
1
2
9
4

番

元旦号アロ一パズルの正解は「キンガシンネン」

広
報
ま
つ
ど
元

旦
号

の
「
徳
川
昭
武

ア
ロ
ー

パ
ズ
ル
」

に

た
く
さ
ん
の
応
募

を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

正

解
子
五
百

八
通

（
応
募

総
数
子
五
百
十

八
通
）
の
中

か
ら

抽
選
で

、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
賞
と
記
念
品
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

暦

広
報
課

※当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

パ

ー

ト
看

護

婦

募

集

対
象
五
十
五
歳
く
ら
い
ま
で
の
看

護
婦
お
よ
び
准
看
護
婦
有
資
格
者

業
礫
丙

容
集
団
予
防
接
種
の
介
助

・

救
護
業
務

顛
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

昔
莇
・

7
4
8
4
番

学

童

保

育
所

指

導

員

募

集

対
象
四
十
五
歳
く
ら
い
ま
で
の
明

る
く
健
康
で
子
ど
も
好
き
な
人
　
勤

務
場
所
横
須
賀
学
童
保
育
所

鷦
横
須
賀
学
童
保
育
所
父
母
会
・
林

登
謁
・
6
1
1
4

番
（
午
後
７
時
ま

で
）

松

戸

市

観

光

協

会

推

奨

品

等

の

募

集市

内
の
観
光

資
源

・
観
光

施
設

・

物

産
品

を
総
合

的
に

育
成

す

る
た
め

に
そ

れ
ら

の
中

で
優

秀
な

も

の
を
推

奨
し
ま

す

。

対

象

①
観

光

資

源
（
郷

土

芸

能
・

郷
土

文
化

・
無
形

文
化

財

な

ど
）
②

観
光
施

設
（
歴
史

的
な

寺
社

よ
盾
舗
・

史
跡

な
ど
）

③
物

産
品

（
土
産

物

・

特
産
品

な

ど
）
　

特
典
推

奨
状

・
推

奨

プ
レ

ー
ト

を
授
与

し
、

普
及

ふ
旦

伝
に
使

用
す

る
こ
と

が
で

き
ま

す
。

圃

２
月
2
8
囗
糜
ま

で
に

、
所
定

の

推

奨
審

査
申

請

書

松

戸

市
観

光

協
会

事
務

局
に

あ
り

ま
す

ご

審
査

料

①

②

一
万

五
千

円

③

一
万

円

）
を
添

え

て
、
直

接
松

戸
市

観
光
協

会
事

務
局

（
松

戸

市

役

所

商

工

観

光

課

内

公

3
6
6
・
7
3
2
7

番

）
へ

ス
ポ
ー
ツ

市

民

バ

ド
ミ

ン

ト
ン

冬

季

大

会

３
月
２
囗
㈲
午
前
９
時
～
午
後
７

時

会
場
小

金
原
体
育
館

内
容
ダ

ブ
ル
ス
男
女
各
一
部
～
四
部

対
象

市

堅
仕
住

こ
仕
勤
・
在
学
者

眥
用

登
録
者
一
人
千
二
百
円
、
未
登
録
者

一
人
千
五
百
円

圃
２
月
Ｈ
日
原
ま
で
に
、
所
定
の
振

込
用
紙
ま
た
は
現
金
書
留
で
、

〒
2
7
0

松
戸
市
小

忿
原
九
の
二
の

匸
一
磯
野

照
磨
（
登
圓
・
7
7
3
4

番
）
へ

雪

に

親

し

む

会

（
ス
キ

士

３
月
2
8日
窗
午
後
1
0時
伊
勢
丹
松

戸
豈

開
集
合
、
３
月
3
1日
菲
午
後
９

時
帰
着
予
定
　
行
き
先
山
形
県
蔵
王

ス
キ
ー
場
　
定
員
先
着
三
十
八
人

昔
用

大
人
四
万
円
、
小
人
（
小
学
生

以
下
二

二
万
八
千
円

（
往

復
バ
ス
代

・
宿
泊
費
・
保
険
料
・
レ
ッ
ス
ン
料

を
含
む
）

※
別
料
金
で
技
能
テ
ス
ト
あ
り

黯
松
戸
市
ス
キ
エ

屆
察

高
橋

昔
窕
・

1
8
0
0
番
（
日
曜
・
祝
日
を
除
ぐ

午
前
９
時
～
午
後
７
時
）

健

康

体

操
リ

ー
ダ

ー
講
習

会

３
月
８
囗
～
2
2囗
の
毎
週
土
曜
日

（
全

二
回
）
、
午
前
1
0時
～
正
午

会

場
運
動
公
園
小
体
育
室
　
対
象
健
康

体
操
に
関
心
の
あ
る
人

定
員
先
着

七
十
人
　

春
用

無
料

惠
２
月
2
1日
丱
ま
で
に
、
電
話
で
ス

ポ
ー
ツ
課

登
3
6
3
・
9
2
4
1

番
へ

市
民
テ
ニ
ス
大
会

種目（シングル） 期　日 会場 費 用

予

選

一般男子 3/23(1日)･30(日)

栗
ケ
沢
公

園
庭
球場

１人

1,500 円

一般女子

4/6(日)･5/5竭

本

戦

壮年男子
(35･45･50･55･60 歳以上)
壮年女子
(40･45･50 歳以上)

一般男女 5/11(
日)

予備日6/22(日)

@2/28 窗〔必着〕までに、所定の申込用紙で〒2ﾜ ○松戸北郵便局私

書箱12 号松戸市テニ ス協会( 平木Q348-6ﾜ84 番) へ

※申込用紙･大 会要綱は 、返信用封筒(90円切手貼付)を同封して請求を

お

は

な

し

キ

ャ

ラ

バ

ン

嘱

託

職

員

募

集

対
象

十
八

上

二
十
五
歳

く
ら

い
の

健

康

で
子

ど
も

が
好

き

な
人
　

募

集

人

数

一
人
　

仕

事
内
容
人
形

劇

や
紙

芝

居
等

の
製

作
と

上
演

勤

仭

は
原

則

と
し

て
毎

週
火

～
金
曜

日

の
午
前

９

時
～

午

後
５
時
　

待
遇

時

給
七
百

六
十
円
（
賞
与

あ
り
、
交
通

費
支

給
、

社
会

保
険

加

入

）
　
採

用
４

月

１
日

面

接
日

時
２
月

２
日

出
午

前
1
0
時

か

崋

２
月
1
4囗
糜
ま
で
に

、
履

歴
書
（
写

真

付

）
と

作
文
（
「
お

は
な

し
キ

ャ

ラ

バ
ン

を

や
り
た

い
理
由

」
を
四

百
字

詰
め

原
稿
用

紙
二

枚
程

度
）

を
直

接

ま
た

は
郵

送
で

、

〒
2
7
0
松
戸
市

新
松

戸
南
二

の
二

諾
松

戸
市

お

は
な
し

キ

ャ
ラ

バ
ン
（
登

錮
・
3
0
3
7

番

）
へ

ス
ポ
ー
ツ
教
室

教 室 名 日　時 会　場 費用 問い合わせ

バドミントン 2/16(1日)・23(日)
午前9時～正午

高木第二小学
校体育館 保険料100 円 体育指導委員・

山方
公38ﾜｰ9009 番

一･一一一 一‥一体育指導委員・市村
25342-6190 番(夜間のみ)

体育指導委員・木下
Q345-3429 番

ラージボール卓球・
卓球

2/16(日)午前9時
～午後〇時30 分

小金原体育館

無料

グラウンド･ゴルフ
※鉛筆持参

2/16(B)
午前9時～正午

新松戸北小学
校校庭

ラージボール卓球

新松戸西小学

校体育館

体育指導委員・宮崎
登346-432ﾜ 番

ソフトバレーボづレ
体育指導委員・加藤
S343-9830 番

インディアカ
体育指導委員・梶野
Q342-2602 番

兩
当
日
会
場
で



青 少 年 会 館 の催し物
大
橋
に
あ
る
「
金
陽
堂
製
菓
所
」

の
工
場
に
は
、
直
径
が
大
人
の
背
丈

星
の
よ
う
に
可
愛
ら
し
い
形
が
魅

力
の
金
米
糖
。
口
に
入
れ
た
と
き
に

広
が
る
自
然
な
甘
さ
が
、
素
朴
で
懐

か
し
い
お
菓
子
だ
。
も
と
は
ポ
ル
ト

ガ
ル
が
発
祥
の
地
。
キ
リ
ス
ト
教
の

宣
教
師
が
織
田
信
長
に
献
上
し
た
の

を
き
っ
か
け
に
、
日
本
に
伝
わ
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。

て

い
る
。

金
米
糖
作
り
に
は
、
時
間
と
根
気

が
必
要
だ
。
小
指
の
先
く
ら

い
の
大

き
さ
の
も
の
を
仕
上

げ
る
の
に
二

週

間
く
ら

い
か
か

る
。
熱
を
加
え

な
が

ら
回
転

さ
せ

る
釜
に
芯

に
な
る
砂
糖

の
粒
を
入

れ
、
そ
こ

に
砂

糖
を
溶
か

し
た
蜜
を
少
し

ず
つ
か
け
て
い
く
。

蜜

の
水
分

が
蒸
発

す
る
と
残
っ
た
砂

糖

の
結
晶

が
芯

の
周
り

に
残
り
、
角

の
よ
う

に
突
き
出

て
い
く
。

角
の
立
ち

方
や
透
明
度
は
釜
の
回

転
速
度
や
火

加
減
、
蜜
の
濃
度
で
決

ま
る
。
こ

れ
ら
は
長

い
年
月
を
か
け

て
、
体
で
覚
え

て
き
た
も
の
だ

。

田
中
さ
ん
が
作
る
金
米
糖
は
ヽ

小

ぶ
り
で
し
っ
か
り
と
角

が
立
ち
、
透

き
と
お
る
よ
う
に
輝
く

。
白
と

、
淡

い
緑
と
ピ
ン
ク
の
三

色
は
「
お
花
見

」

を
イ
メ

ー
ジ
し
て

い
る
。

「
ひ
ょ
う
た
ん

や
乗
り
物

の
形

を

し
た
金
米
糖
の
入

れ
物

が
好

き
だ
っ

た
。
そ

れ
が
作

る
こ

と
へ
の
興
味
に

つ
な
か

っ
た
」
。

十
五
歳

の
と
き
か
ら
伯
父
の
仕
事

を
手
伝

っ
て
技

術
を
覚
え
、
終
戦
直

後

に
荒
川
区

で
独
立
。
銅
製
の
鍋
ひ

と

つ
を
抱
え

、
す
べ
て
手
作
業
か
ら

の
出
発
だ

っ
た
と

い
う
。「
そ

れ
で
も

当

時
は
楽
し
か
っ
た
。
菓
子
祭
り
と

い
う
の
が
あ
っ
て
、
飾
り
つ
け
た
自

動

車
に
乗
っ
て
金
米
糖
の
宣
伝
を
し

て
回
っ
た
」
と
思

い
出
を
語

る
。

砂
糖

が
貴
重
だ

っ
た
時
代

、
金
米

糖
は
高
級
な
菓
子
だ

っ
た

。
当

時
、

専
門
の
製
菓
所

が
都
内

に
四

十
軒
以

71年間、金平糖を作り続けている

田中庄次さん

会 場

後
世
に
伝
え
た
い
伝
統
の
菓
子

よ
り

も
大
き
な
平
た

い
釜
が

い
く
つ
も
並
ぶ
。
田
中

さ
ん

は
八
十
六
歳
に
な
っ
た
今
も
、

こ
こ

で
金
米
糖
を
作
り

続
け

ひとつひとつ、いとおしむように

出来ばえを確認

上
も
あ
り
、
生

産
を
競

っ
て
い
た
と

い
う
。
そ

の
数
も

時
代

の
変
化
と
と

も
に
だ
ん
だ

ん
少

な
く
な
っ
て

い
っ

た

。「
生
活

が
成
り

立
つ
限
り
、
や
め

た
く

な
か
っ
た
」
。
専
門
の
職
人
と
し

て

の
自
負

と
、
後
世
に
金
米
糖
を
残

し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
、
仕
事
を

続
け

る
支
え

に
な
っ
た
。

金

米
糖
の
製
菓
所
も
今
で

は
全
国

に

十
軒

あ
ま
り

。
「
伝

統

の
あ

る
菓

子

。
こ

れ
か
ら
先
も
ず

っ
と
伝
え

て

い
っ
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
…
」
。

田
中

さ
ん
の
工

場
で
は

後
継
者
の
息

子

さ
ん
が
、
技
術
を
受
け

継
ご
う
と

熱
心
に
仕
事
に
励
ん
で

い
る
。

（
大
橋
在
住

）

相談名　　 期　 日　　　　時　 間　　　会 場　　 圃

青年教室「親子で知る彗星と天体」日時…２月15日汢)午後７時～８時30分
会場…市民会館

内容…プラネタリウムを使って彗星の話を中心に

宵の空を紹介

定員…先着親子15 組

費用…無料

※当日午後５時30分から、プラネタリウムでＣＤコンサートを開催します。

青少年国際交流事業①「ぎょうざパーティー」

日時…２月15 日出午後 ３時 から

会場…馬橋市民センター

対象…青少年および成人

内容…中国人留学生とぎょうざを作り試食しな

がら交流

定員…先着30人

費用…500 円程度

②「中国民族音楽の調べに触れる」

日時…２月16日(日)午前10時30 分から

会場…青少年会館

対象…青少年および成人

琵琶独奏

内容…中国文化芸術交流団による民族楽器の演奏と歌

定員…先着80人

費用…無料

※①②両方の参加も可

圉いずれも電話で青少年会館登344 -8556番(日曜明 曜日･祝日を除く

午前9時～午後5時)へ

森のホール21チケットセンター

チケットガイド

登384-5050 番

公演日時 公 演 名 会 場 料 金

2/8( 土)

午後6時

野 村 狂 言 の 会　 出 演 ： 野 村 万 作 、野

村 万 之 介 ほ か 、演 目 「蝸 牛 」「船 渡 聟 」

※ 出 演 者 に よ る 解 説あ リ

小ホール 全指定席4,500 円

11(祝)

午後3時

前進座公演

「さぶ」（山本周五郎原作）
大ホール

Ｓ席4,500 円

Ａ席3,500 円

Ｂ席2,500 円

学生2,000 円

3/7  (金)

午後a持30分
立川志の輔　独演会 小ホール 全指定席3,000 円

音楽監督 ：豊嶋泰嗣

森 の ホ ー ル21 音 楽 祭

２月９日(日)午後２時開演

曲目…モーツァルト／協奏交響曲K.364 、デ ィヴェルテイメ

ントK.136 、バ ッハノヴァイオリン協奏曲第２番ほか

独奏…豊嶋泰嗣、川田知子、椙山久美、小林美恵ほか

費用…全指定席3β00円・学生1,500 円( 当日券あり)

口有料託児サービスがあります。詳細はお問い合わせください。

救急医療体制
健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス

………S366-0010 番

平日・午後５時～翌日午前９時

休日と土曜・午前９時～翌日午

前９時

◆夜間急病診療所…S368-3756 番

衛生会館内･毎日午後8 時～11時

◆4木日土曜日夜間歯科診療所

………S365-3430 番

衛生会館内･午後8 時～11時

相談名 期　　日 時　 間

※相談はすべ て無料 です。 ☆印の相談は予約 をお願い します。

人
ひと

お気軽にご相談ください　2月の相談あんない

交通事故

市政・一般

法律相談

税務相談

登記相談

行政相談

住宅相談

外国人相談

労働相談

巡
回
年
金
相
談

消費生活相談

市民相談室

市
役
所
相
談
コ
ー
ナ
ー

市

民

相

談

室

国
民
年
金
課
適
用
係

人権相談

心
配
ご
と
相
談

ゆうまつど

こころの相

談

女性就業相

談女性パート

労働相談
就学相談

教育相談

育児相談

千
葉
地
方
法
務
局

松
戸
支
局

市
援
護
課
庶
務
係

社
会
福
祉
協
議
会

女性センター

女性センター

教育研究所

北松戸保育所
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